
「
六月
定
例
会
」
 

六
月
十
四
日
か
ら
の
一
般
質
間

で
田
中
昇
、
秋
元
洋
子
、
加
藤
磐
、
 

桑
田
茂
の
四
議
員
が
登
壇
し
、
芦

野
公
園
管
理
や
三
味
線
会
館
雨
漏

り
等
に
つ
い
て
、
町
長
ら
に
質
問

し
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

田
中
昇
議
員
「
公
約
の
老
人
と

障
害
者
に
愛
の
光
の
内
容
を
知
り

た
い
。
三
百
名
規
模
ホ
テ
ル
建
築

の
計
画
は
あ
る
の
か
。」
「芦
野
公

園
の

B
&
G
プ
ー
ル
の
利
用
期

間

・
状
況
を知
り
た
い
。
動
物
園

に
別
な
動
物
を
入
れ
る
考
え
は
あ

る
の
か
。
移
転
計
画
は
あ
る
の
か
。
 

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
今
後

の
計
画
は
あ
る
の
か
。」
「運
動
公

園
の
野
球
場
ナ
イ
タ
ー
照
明
・
さ
 
 

び
対
応
・
側
溝
の
泥
上
げ
、
管
理

棟
周
辺
の
道
路
舗
装
計
画
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
水
た
ま
り
対
応
等
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ッ
場
建
設
と
ス
ポ
ー
ッ
選
手

を
招
待
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の

考
え
は
な
い
か
。」
「第

一
保
育
所

か
ら
第
四
保
育
所
の
園
児
数
を
知

り
た
い
。
保
育
所
統
合
計
画
は
あ

る
の
か
。」
 
「
小
・
中
学
生
へ
の
命

の
大
切
さ
の
教
育
に
つ
い
て
考
え

を
知
り
た
い
。」
「三
味
線
会
館
建

設
に
関
す
る
資
料
を
提
出
願
い
た

い
。」
 

鳴
海
町
長
「
自
分
の
体
験
を
生

か
し
な
が
ら
、
身
障
者
に
は
愛
の

手
を
差
し
伸
べ
て
い
き
た
い
。
ホ

テ
ル
建
築
は
皆
さ
ん
と
も
十
分
相

談
し
な
が
ら
今

一
度
検
討
し
た

い
。」
「動
物
園
は
こ
れ
か
ら
も
整

備
し
、
ど
の
よ
う
な
動
物
‘
鳥
類

を
い
れ
た
ら
い
い
か
常
任
委
員
会

と
も
相
談
し
検
討
し
て
い
く
。
オ
 

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
入
口
を
拡
張
し

な
け
れ
ば
と
の
認
識
は
持
っ
て
お

り
、
維
持
管
理
も
経
費
を
か
け
な

い
で
効
率
よ
く
運
営
し
て
い
き
た

い
。」
「保
育
所
を
統
合
す
べ
き
か
、
 

こ
の
ま
ま
で
い
く
べ
き
か
再
度
検

討
し
て
い
き
た
い
。」
 
「テ
ニ
ス
コ
 

ー
ト
で
プ
レ
イ
に
支
障
を
き
た
す

の
で
あ
っ
た
ら
早
急
に
検
討
さ
せ

て
や
ら
せ
る
。
モ
ー
タ
ー
ス
ポ

ー
 
 

ツ
場
設
置
は
町
の
活
性
化
に
結
び

つ
く
こ
と
か
ら
、
ど
れ
く
ら
い
の

経
費
を
投
じ
る
か
今
一
度
検
討
し

た
い
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
で
き
る

も
の
で
あ
っ
た
ら
検
討
し
た
い
。」
 

「教
育
に
関
し
て
は
、私
も
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
行
動
も
不
十
分
で
す
が

町
の
ト
ッ
プ
と
し
て
い
ろ
い
ろ
勉

強
し
て
指
導
し
て
い
く
。」
 

健
康
福
祉
課
長
「
六
月
一
日
現

在
の
入
所
児
童
は
、
第

一
保
育
所

が
九
十
三
名
、
第
二
保
育
所
が
五

十
八
名
、
第
三
保
育
所
が
三
十
四

名
、
第
四
保
育
所
が
三
十
名
、
計

二
百
十
五
名
で
あ
る
。」
 

教
育
次
長
「
プ
ー
ル
の
利
用
期

間
は
六
月
上
旬
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で
予
定
し
、
時
間
は
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
七
月
中
旬

か
ら
八
月
三
十
日
ま
で
は
、
夜
間

の
部
と
し
て
午
後
六
時
三
十
分
か

ら
九
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
平

成
十
二
年
度
の
利
用
総
数
は
六
十

六
日
間
で
八
千
八
百
四
十
三
人
、
 

学
校
利
用
が
二
千
五
百
十
人
、
 一

般
が
六
千
三
百
三
十
三
人
、
内
訳

は
幼
児
四
百
八
十
四
人
、
小
・

中

・
高
生
七
千
三
百
四
十
七
人
、
 

大
人
が
一
千
十
二
人
で
す
。
そ
の

う
ち
町
外
利
用
者
が
一
千
五
百
四

十
八
人
で
あ
る
。」
 
「ナイ
タ
ー
照

明
及
び
事
務
所
前
舗
装
に
つ
い
て

は
、
今
年
四
月
に
平
成
十
六
年
度
 
 

ま
で
の
過
疎
債
対
象
事
業
と
し
て

計
画
に
の
せ
た
。
球
場
内
の
さ
び

は
優
先
順
位
を
つ
け
今
年
四
月
に

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
を
修
繕
し
残
り
は

次
年
度
か
ら
、
側
溝
泥
上
げ
は
年

一
回
実
施
す
る
。」
 

中
谷
教
育
長
「
教
育
に
つ
い
て

は
、
細
か
い
こ
と
は
現
場
に
任
せ

て
お
り
、
校
長
会
、
教
頭
会
を
通

じ
て
金
木
町
の
教
育
方
針
と
い
う

も
の
を
出
し
て
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。」
 

秋
元
洋
子
議
員
「
三
味
線
会
館

雨
漏
り
に
関
し
て
想
定
さ
れ
る
す

べ
て
を
知
り
た
い
。」
 
「
金
木
町
子

供
会
連
合
会
の
補
助
金

一
割
カ
ッ

ト
を
見
直
し
で
き
な
い
か
。」
「学

校
週
休
二
日
制
を
迎
え
て
子
供
た

ち
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
教
育
し
て

い
く
の
か
。」
 
「
六
月
十
一
日
の
タ

刊
記
事
の
陳
謝
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。」
 

教
育
長
「
一
割
カ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
今
後
財
政
あ
る
い
は
子
供
会

関
係
者
と
相
談
し
て
対
処
し
た

い
。」
 
「
週
休
二
日
は
な
る
べ
く
父

兄
と
地
域
で
支
援
し
て
い
き
た
い

た
め
、
公
民
館
運
営
審
議
会
と
公

民
館
で
実
施
し
て
い
る
教
室
及
び

サ
ー
ク
ル
へ
子
供
た
ち
の
参
加
を

お
願
い
し
た
。」
 

町
長
「
雨
漏
り
に
つ
い
て
設
計

監
理
委
託
業
者
の
R
A
B
開
発
と
 
 

施
工
の
前
田
建
設
工
業
が
責
任
を

持
ち
約
ー
ケ
月
後
に
報
告
す
る
こ

と
に
な
り
、
こ
れ
を
受
け
再
度
常

任
委
員
会
等
で
検
討
す
る
。」
「約

二
億
円
の
歳
入
不
足
か
ら
一
律
一
 

O
％
カ
ッ
ト
は
や
む
な
く
行
い
ま

し
た
が
、
財
政
好
転
か
ら
見
直
し

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ
は
、
 

見
直
し
し
て
い
き
た
い
。」
 
「
今
回

の
事
件
に
関
し
て
の
陳
謝
で
は
な

く
、
町
長
の
立
場
と
し
て
テ
レ
ビ
 

・

新
聞
等
に
出
て
お
騒
が
せ
し
た

と
い
う
こ
と
を
陳
謝
し
た
。」
 

企
画
観
光
課
総
括
補
佐
「
平
成

十
二
年
十
二
月
女
子
ト
イ
レ
の
天

井
換
気
口
付
近
か
ら
漏
水
、
こ
の

時
点
で
は
原
因
が
特
定
で
き
ず
天

井
内
に
と
い
を
つ
く
り
外
部
へ
廃

水
処
理
の
応
急
処
理
を
講
じ
た
。
 

十
三
年
一
月
に
事
務
室

・
ロ
ビ

ー
 

で
ポ
ー
チ
上
の
上
屋
根
の
タ
ネ
と

い
取
り
合
い
部
か
ら
の
す
が
も
り

と
思
わ
れ
る
水
た
ま
り
あ
り
、
外

壁
と
軒
天
井
の
取
り
合
い
の
シ

ー
 

リ
ン
グ
を
は
が
し
て
外
部
に
水
を

逃
が
す
処
置
を
講
じ
た
。
三
月
に

竣
工
後
一
年
点
検
で
屋
根
の
部
分

の
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
屋

根
取
り
合
い
部
分
の
板
金
締
め
の

緩
み
と
取
り
合
い
部
の
シ

ー
リ
ン

グ
不
足
と
い
う
こ
と
で
、
屋
根
の

す
べ
て
の
板
金
再
締
め
と
取
り
合

い
部
分
す
べ
て
シ

ー
リ
ン
グ
補
修
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を
行
っ
た
。
 四
月
に
こ
れ
ら
が
完

了
し
、
漏
水
は
見
ら
れ
な
い
。」
 

加
藤
磐
議
員
「
町
執
行
当
局
は

住
民
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
具
体
的
に
何
を
目
標
と
し
て
掲

げ
て
い
る
の
か
。
執
行
に
当
た
っ

て
ど
の
よ
う
な
評
価
の
仕
方
を
心

に
入
れ
て
運
用
し
て
い
る
の
か
。」
 

「
町
の
活
性
化
、
特
に
中
心
街
の

活
性
化
を
こ
れ
か
ら
い
か
に
継
続
、
 

発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。」
「金
木

町
の
市
町
村
合
併
の
現
状
は
今
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
合
併
を
見

込
ん
だ
計
画
策
定
の
進
行
状
況
は

ど
う
か
。」
「太
宰
治
直
筆
の
原
稿

の
保
管
状
況
と
管
理
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。」
 
「
か
ぎっ子
の
現

状
と
対
応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。」
 

「学
校
週
休
二
日
制
か
ら
毎
週
土

・

日
曜
日
、
休
み
な
し
に
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
や
る
こ
と
が
育
ち
盛
り
の

子
供
に
い
い
の
か
ど
う
か
聞
き
た

い
。」
 
「
公
民
館
貸
出
本
が
五
百
冊

か
ら
三
百
冊
に
な
っ
た
現
状
を
ど

う
考
え
る
の
か
。
子
供
た
ち
に
対

す
る
図
書
指
導
、
図
書
の
充
実
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。」
 

町
長
「
予
算
を
中
心
と
し
た
行

財
政
運
営
の
中
で
は
、
ど
れ
だ
け

の
コ
ス
ト
で
ど
れ
だ
け
の
こ
と
行

っ
た
か
を
重
要
視
し
、
住
民
の
視

点
か
ら
見
て
ど
れ
だ
け
の
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
 
 

す
る
の
が
行
政
評
価
で
あ
る
。
」
 

「
基
幹
産業
で
あ
る
農
業
が
よ
く

な
ら
な
い
と
町
の
活
性
化
に
結
び

つ
か
な
い
こ
と
か
ら
複
合
経
営
を

も
つ
と
充
実
し
つ
つ
、
観
光
面
か

ら
十
二
本
ヤ
ス
・
七
ッ
滝
周
辺
の

道
路
整
備
と
三
味
線
会
館
一
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
ス
ポ
ー
ツ

で
は
朝
野
球
‘
少
年
野
球
の
県
大

会
開
催
と
日
大
相
撲
部
の
芦
野
公

園
相
撲
場
を
利
用
す
る
合
宿
、
旧

ノ
ア
跡
地
へ
の
男
子
企
業
と
金
木

川
改
修
な
ど
こ
れ
ら
を
何
と
か
活

性
化
に
結
び
つ
け
た
い
。」
「合
併

に
関
し
て
は
、
四
役
と
議
員
並
び

に
各
課
長
の
勉
強
会
、
町
民
対
象

の
勉
強
会
二
回
、
全
世
帯
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
 

金
木
が
合
併
上

一
番
の
か
ぎを
に

ぎ
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
周
辺
市
町

村
長
の
意
見
も
把
握
し
な
が
ら
各

議
員
の
話
も
聞
き
な
が
ら
慎
重
に

進
め
て
い
く
。」
 

教
育
長
「
か
ぎ
っ
子
は
一
年
生

か
ら
三
年
生
ま
で
で
、
金
木
小
で

二
十
一
人
、
嘉
瀬
小
で
一
人
、
喜

良
市
小
で
二
人
。
余
裕
教
室
を
利

用
し
た
学
童
保
育
を
人
数
が
多
い

金
木
小
の
校
長
先
生
と
も
相
談
し

て
方
向
を
考
え
た
い
。」
「過
度
な

部
活
は
子
ど
の
健
康
上
好
ま
し
く

な
い
こ
と
か
ら
、
健
康
を
そ
こ
な

わ
な
い
程
度
に
子
供
た
ち
に
も
余
 
 

裕
を
持
た
せ
て
や
っ
て
ほ
し
い
。」
 

「公
民
館
の
図
書
室
を
広
げ
る
わ

け
に
も
い
か
な
い
し
、
か
と
い
っ

て
蔵
書
を
増
ゃ
せ
ば
ス
ペ
ー
ス
が

狭
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
 

町
民
の
希
望
を
と
っ
て
図
書
を
充

実
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
が
ど
う

い
っ
た
本
を
読
み
た
い
か
と
い
う

希
望
を
と
っ
て
、
買
う
の
も
子
供

た
ち
を
引
き
つ
け
る
ー
つ
の
理
由

に
な
る
。」
 

教
育
次
長
「
原
稿
は
五
月
二
十

四
日
に
町
に
寄
贈
さ
れ
て
以
来
、
 

太
宰
治
記
念
館
内
に
あ
る
耐
火
金

庫
に
封
筒
に
入
れ
て
保
管
し
て
あ

る
。」
 

桑
田
茂
議
員
「
金
木
病
院
の
平

成
十
一
・
十
二
年
度
の
医
療
収
入

と
十
三
年
度
の
見
通
し
、
婦
人
科

の
そ
の
後
の
見
通
し
、
院
外
薬
局

の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
知
り
た
い
。」
 
「
町
発
注
工
事
の

支
払
い
、
出
来
高
検
査
、
ラ
ン
ク

づ
け
、
下
請
届
け
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。」
 
「
中
央
公
民
館
の
新

築
工
事
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。」
「
町村
合
併
に
つ
い
て
地
域

で
説
明
会
を
や
る
予
定
が
な
い
の

か
。」
「女
性
問
題
の
被
害
届
に
つ

い
て
和
解
し
た
の
か
、
訴
え
を
取

り
下
げ
た
の
か
。」
 

町
長
「
産
婦
人
科
は
今
年
の
四

月
か
ら
週
三
回
の
パ
ー
ト
診
療
で
、
 
 弘

前
大
学
病
院
産
婦
人
科
医
局
が

十
三
年
四
月
か
ら
医
局
長
も
含
め

て
四
人
の
退
職
者
と
入
局
者
も
な

い
こ
と
か
ら
、
十
五
年
ま
で
金
木

病
院
の
常
勤
は
出
せ
な
い
。
約
一
一

割
程
度
し
か
院
外
処
方
が
増
え
て

い
な
い
の
が
現
状
で
こ
れ
か
ら
も

医
薬
分
業
の
推
進
を
図
り
な
が
ら

患
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ト
ラ
ブ
ル
の
起
き
な
い
よ
う
に
し

て
い
く
。」
 
「
町
計
画
の
一
番
手
に

の
せ
立
派
な
結
婚
式
と
図
書
館
も

で
き
る
よ
う
な
公
民
館
の
建
築
に

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。」
 
「
合
併
に
つ
い
て
地
域
ご
と

に
集
会
を
開
き
メ
リ
ッ
ト

・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
紹
介
し
な
ぜ
合
併
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
合
併
し

た
ら
ど
う
な
る
の
か
詳
し
く
説
明

す
る
。」
 
「
女
性
問
題
に
つ
い
て
は

向
こ
う
も
理
解
を
示
し
て
く
れ
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
嫌
疑
が
晴
れ

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。」
 

健
康
福
祉
課
長
「
平
成
十
一
年

度
の
医
療
収
入
が
二
十
三
億
六
千

百
九
十
六
万
六
千
円
で
経
常
利
益

は
九
千
四
百
九
万
七
千
円
。
平
成

十
二
年
度
は
二
十
四
億
五
千
二
百

三
十
七
万
一
千
円
の
収
入
で
経
常

利
益
は
一
億
八
百
十
一
万
四
千
円
。
 

平
成
十
三
年
度
の
収
入
の
見
込
み

が
二
十
三
億
九
千
四
百
八
十
六
万

四
千
円
で
前
年
度
比
二
・
三
％
の
 
 

減
、
三
百
二
十
四
万
五
千
円
の
経

常
利
益
を
見
込
ん
で
い
る
。
な
お
、
 

平
成
十
二
年
度
末
の
み
処
理
欠
損

金
は
九
億
九
千
四
百
七
十
万
一
千

円
で
あ
る
。」
 

木
村
収
入
役
「
町
発
注
工
事
の

支
払
い
は
担
当
課
提
出
の
支
払
命

令
書
を
会
計
課
で
審
査
決
済
し
支

払
日
の
水
曜
日
に
支
払
い
を
し
て

い
る
。
現
在
は
業
者
の
依
頼
に
基

づ
き
ほ
と
ん
ど
が
口
座
振
込
で
あ

る
。」
 

建
設
課
長
「
検
査
は
建
設
工
事

請
負
契
約
書
の
約
款
三
十
条
検
査

及
び
引
渡
し
に
よ
り
、
完
成
五
日

以
内
に
完
成
届
が
上
が
り
そ
の
日

か
ら
十
四
日
以
内
に
検
査
、
こ
れ

に
合
格
し
引
渡
し
を
受
け
た
後
、
 

四
十
日
以
内
に
支
払
い
ま
す
。
検

査
の
担
当
は
建
設
課
で
は
検
査
の

専
門
の
方
を
配
置
し
て
行
っ
て
い

る
が
、
町
建
設
工
事
施
工
事
務
取

扱
要
領
で
は
担
当
課
長
の
と
こ
ろ

で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 下

請
に
つ
い
て
は
約
款
の
七
条
で
請

負
者
は
発
注
者
に
対
し
て
下
請
人

の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
 

町
建
設
工
事
施
工
事
務
取
扱
要
領

十
六
条
で
下
請
金
額
が
百
万
円
以

上
の
場
合
に
は
報
告
書
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
 

総
務
課
長
「
ラ
ン
ク
づ
け
は
六

月
か
ら
事
務
の
煩
雑
化
を
防
ぐ
と
 

(9）広報かなぎ 



海外居住者の任意加入手続きについて 

日本国民であれば、海外に居住している期間

も国民年金に任意加入することができます。 

海外居住期間は、任意加入しなかった場合で

も、老齢基礎年金の受給資格に必要な期間として計算される事になって

いますが、実際に受け取る年金額には反映されないので、年金額はその

分低いものになってしまいます。 

将来、より高い年金を受け取るためにも、任意加入をお勧めします。 

任意加入にあたっては、国内にいる親族の方を協力者に指定し、保険料

納付などを代行してもらうことになります。 

もしも、協力者がいない場合は、日本国民年金協会にこれらの手続き

の代行を依頼します。 

任意加入の手続方法等については町役場国民年金係に相談して下さい。 

もうーつの安心をプラス 国民年金基金に加入しませんか 

国民年金基金は、自営業などの方々がゆとりある老後を過ごすことが

できるよう、老齢基礎年金に上積みする公的な年金制度で、国民年金に

もうーつの安心がプラスされます。 

①将来の生活設計に合わせて、自由に年金額や給付の型を選べるほか、 

毎年四月に掛け金の見直しもできます。 

②掛金（月額68,000円が上限）の全額が社会保険料控除の対象となり、 

所得税・住民税が軽減されます。 

③将来受け取る年金は、公的年金等控除が適用されますので、所得税

が優遇されます。 
など、メリットも多くあります。詳しいことのお問い合わせやパンフ

レットの送付を希望される方は、青森県国民年金基金（電話017一777ー 

1700）までご連絡ください。 

い
う
こ
と
か
ら
六
等
級
制
か
ら
四

等
級
制
に
改
め
、
請
負
工
事
設
計

額
が

一
千
万
円
ま
で

D
級
、
三
千

万
円
ま
で
c
級
、
五
千
万
円
ま
で
 

B
級
、
A
級
は
制
限
な
し
と
い
う

形
に
し
た
。
検
査
に
つ
い
て
は
担

当
課
長
だ
け
で
な
く
設
計
に
携
わ

っ
た
方
が
立
会
人
と
し
て
細
か
な

こ
と
を
検
査
す
る
。」
 

な
お
、
同
議
会
で
次
の
事
項
が

可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

議
案
第
ニ
十
六
号
 
平
成
十
一
1
1
 

年
度
金
木
町

一
般
会
計
補
正
予
算
 

（
第
一
号
）
案
 

議
案
第
ニ
十
七
号
 
平
成
十
一1
1
 

年
度
金
木
明
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）
案
 

議
案
第
ニ
十
八
号
 
平
成
十
三

年
度
金
木
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算

（
第
一
号
）
案
 

議
案
第
ニ
十
九
号
 
伊
藤
忠
吉

福
祉
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
 

議
案
第
三
十
号
 
金
木
町
ポ
イ

捨
て
及
び
ふ
ん
害
の
防
止
に
関
す

る
条
例
案
 

議
案
第
三
十
一
号
 
金
木
町
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及

び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
案
 

議
案
第
三
十
ニ
号
 
金
木
町
公

民
館
使
用
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
 

議
案
第
三
十
三
号
 
金
木
町
立

湯
の
川
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
案
 

議
案
第
三
十
四
号
 
金
木
町
立

集
会
所
使
用
料
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
 

議
案
第
三
十
五
号
 
金
木
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

議
案
第
三
十
六
号
 
金
木
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
使
用

料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
 議

案
第
三
十
七
号
 
金
木
町
東

部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
 

議
案
第
三
十
八
号
 
町
道
の
路

線
認
定
の
件
 

報
告
第
五
号
 
専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（
平
成
十
二
年
度
金
木
町

一

般
会
計
補
正
予
算

（
第
十号
）
)
 

報
告
第
六
号
 
専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（
金
木
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
）
 

報
告
第
七
号
 
専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件

（
金木
町
半
島
振
興
対
策
実

施
地
域
に
係
る
固
定
資
産
税
の
特

別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
 
 

改
正
す
る
条
例
）
 

報
告
第
八
号
 
専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（
金
木
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
 

報
告
第
九
号
 
平
成
十
二
年
度

金
木
町

一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
の
報
告
の
件
 

報
告
第
十
号
 
平
成
十
二
年
度
 
 

金
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
の
件

決
 報

告
第
十
一
号
 
平
成
十
二
年

度
金
木
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
の
件
 

発
議
第
四
号
 
義
務
教
育
諸
学

校
の
学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職
員
 
 

給
与
費
の
国
庫
負
担
制
度
維
持
に

関
す
る
意
見
書
案
 

発
議
第
五
号
 
「
新
道
路
整
備

五
箇
年
計
画
」
の
推
進
と
道
路
特

定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

案
 発

議
第
六
号
 
主
要
地
方
道
屍

風
山
内
真
部
線
道
路
改
良
促
進
特

別
委
員
会
設
置
条
例
案
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よ
う
こ
そ
金
木
町
へ
 

外
国
語
指
導
助
手
 

セ
イ
ラ
・
ラ
ッシ
ャ
ー
さ
ん
 

先
ほ
ど
二
年
間
の
任
期
を
終
え
て
帰
国
し
た
デ
ィ
ー
ン
！

ス
ィ
ー
マ
ン
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
七
月
三
十
日
付
で
辞

令
を
受
け
た
セ
イ
ラ
さ
ん
は
、
今
後
一
年
間
の
予
定
で
町

内
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
英
語
の
指
導
を
し
な
が
ら
、
 

地
域
と
の
国
際
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

讐
 

▼来町初日、鳴海町長にあいさて） 英語指導の感想 
●セイラさん 
15年生を教えるのは楽しい。エネ 
ルギーがありパワフルで頭がいい」 

●喜良市小5年の児童たち 
「英語をいっぱい覚えて楽しかった」 
「分からない所もあったけどおもし 
ろかった」 

「英語のゲームが楽しかった」 

勿―軸m州m利叫心W~軸m一~"A協α、m軸m‘一心m耐冷叫m軸m抽W軸~~●～鵬W中N4Wm州”軸W心W~韓W軸W"AW心m軸mWm軸m'Wm 

セイラさんの紹介 
⑨出身地】アメリ力 

イリノイ州シカゴ市 

＠年 齢【 22歳 

⑨趣 味】読書 

⑥金木町の第一印象【 
「緑のきれいな町」 ▲最初の英語指導は喜良市小5年生 

ql）広報かなぎ 

/ 
ミ 2地区のコミユニテイーセンター完成 

●名 称 湯の川高齢者コミュニテイセンター 

●構 造 木造平屋建 

●建築面積：81.98げ 

・集会室】49.50げ 

・調理室】12.84げ 

施 

設 

の 

主 

概 

要 

●名 称】嘉瀬コミユニティ消防センター 
●構 造】木造平屋建 
・建築面積】524.19げ 
・集会室【 198.74げ 
・調理室】 37.27げ 
●多目的控室】 52.17げ 

町で建設を進めていた、湯の川高齢者コミュニティセンターと嘉瀬コミュニティ消防センター 

がこのほど完成し、修稜式及び竣工祝賀会がそれぞれの施設で地域や関係者が出席して、地域活

動の拠点となる施設の完成を祝いました。 

発 
十
一
位

十
二
位

ト
三
位

十
四
位

十
五
位

宿
題
賞

席
題
賞
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十 九 ノ、、七 六 五 四 三 二 一 

位
 

位
 

位
 

賞 賞 位 位 位 位 位 位 位 位 位 位 位 位 位 位 位 賞た加催二月 管’む ， 位 位 位 位 位 位
 

位
 

題 題 五 四 三 二 一 	 入 し参開第ブL 一‘片も ， 県
内
の
俳
句
 

愛
好
家
集
ま
る
 

結
。
し
さ
十
ノ
、
、
 
令

5
1
天1
 
,
 

九
月
八
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
 

て
第
二
十
五
回
県
下
金
木
俳
句
大
会
 

が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
よ
り
百
人
 

が
参
加
し
日
ご
ろ
の
腕
前
を
披
露
し
 

ま
し
た
。
 

入
賞
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

南
 
葛
 
草
 
沢
 
福
 
日
 
長
 
葛
 
蒲
 
南
 
松
 
福
 
畑
 
高
 
藤
 
斉
 
松
 
果
 
日
 
れ
五
 
日
 
セ
千
ン
こ
 

i
 西

 
野
 
田
 
士
 
野
 
内
 
西
 
田
 
山
 
士
 
中
 
橋
 
田
 
藤
 
宮
 
は
 
ご
 
、
回
 
、
 
ふ
二
 

1ノ
 
，
 

美
 
口
 
美
 
と
 

l ナ
 
次
 
ろ
県
県
中
 
家
イ
罪
 

i
 智

 
幸
 
力
 
政
 
光
 
卿
 
幸
 
吟
 
智
 
義
 
月
 
ほ
 
ん
 
枕
 
君
 
梗
 
の
 
の
内
下
央
 
麗
ニ
ワ

r
 
,
 

子
 
子
 
丸
 
孝
 
生
 
晃
 
骨
 
子
 
竜
 
子
 
春
 
愁
 
る
 
一
 
流
 
子
 
子
 
と
 
腕
各
金
公
 
二
凄

-
4
;
)
 

鯵
釜
深
釜
尾
千
釜
釜
深
鯵
稜
罵
可
釜
拡
舎
軍
 
曹
 
更
や
査
器
 

I
~
J
 
I
 

ケ
 
＋
こ
三
片
一
去
ー
 
レ
 
和
 
＋
 
＋
弓
書
 
ケ
 
士

t
i
n
 
i
1
i
1

三
ー
へ
 
唾
一
言

f
t
2

，
監
 
幕
 
令
 

こ
口
 

'
I
'
.
 
1
W
 
n

、
 
」
ー
 
ロ
ゴ
 
／
巨
 
ノ

F
'
-
 
1
W
 

こ
 
I
t
 
'
V
I

ド
 
”
円
 
ー
ノ
 
ノ

F
'
-
 

目
リ
 
年
不
 
＝
 
ご
 
登
 
」
ー
 
マ
 
マ
 

7
 
g
 

gユ
 
m
~
 
m
.

，
一
一
 

m
＋
 
ど
」
 

m
~
 
m

，
一

h
ー
 
名
令
 

m
ー
 m
ー
 
→
一
 

m
＋
 
一
一
 
→
一
 
墨
 
す
 
蕗
 
白
 
大
才

3
 
Q
 
,
 

円
」
 
刊
 
円
」
 
円
」
 
円
」
 
巾
 
刊
 
町
 
町
 
町
 
町
 
円
」
 
巾
 
円
」
 
巾
 
巾
 
「
打
 

o
 
I
 
A
 

冷
，

1、
 
ー
 
曹
 

松
宮
 
梗
子
（
五
所
川
原
市
）
 

斉
藤
 
君
子
（
青
森

市
）
 

藤
田
 
枕
流
（
弘
前

市
）
 

高
橋
け
ん

一
（
金
木
町

）
 

畑
中
と
ほ
る
（
む
 つ
 
市
）
 

福
士
 
月
愁
（
藤
崎
町

）
 

松
山
 
義
春
（
板
柳
町

）
 

南
 
美
智
子
（
鯵
ケ
沢
町
）
 

蒲
田
 
吟
竜
（
深
浦
町

）
 

葛
西
 
幸
子
（
金
木
町

）
 

長
内
 
岬
骨
（
金
木
町

）
 

日
野
口
 
晃
（
十
和
田
市
）
 

福
士
 
光
生

（尾
上
町

）
 

沢
田
 
政
孝

（
金
木
町

）
 

草
野
 
力
丸

（
深
浦
町

）
 

葛
西
 
幸
子
（
金
木
町

）
 

南
 
美
智
子
（
鯵
ケ
沢
町
）
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こ、ふ意敏戸一、 

y議ぎ 
▲どちらにも桜が描かれている太宰治著書 

「
太宰
と
花
」
④
 

「
わ
れ
は
花
に
し
て
、
花
作
り
」
 

と
『
虚
構
の
春
』
に
書
い
て
い
る
。
 

花
は
美
し
い
も
の
芸
術
に
通
じ
る
。
 

今
回
は
感
銘
深
い
、
い
く
つ
か
の
桜

の
 
「花
」
 
の
例
を
挙
げて
み
る
。
 

ば
ん
だ
 

万
柔
の
桜
の

花
 

令
・
静
麻
粒
ほ
ど
の
楼
の
柏
搬
を
 

ー
ぱ
い
に
散
ら
し
た
樹
織
の
着
物
を

着
て
か
た
o
>

（
「玩
具
ヒ
 

令

二
ひ

ら
の
楼
の
花
び
ら
を
掌

に
載
せ
て
カ
る
糾
う
な
こ
そ
ば
ゆ
さ

で
、
充
分
に
伸
ば
し
た
筈
の
四
股
さ

へ
い
ま
は
萎
縮
し
て
来
て
、
し
だ
い

し
だ
い
に
息
苦
し
く
、
そ
の
う
ち
に

ぽ
き
ん
と
音
を
た
て
て
し
ょ
げ
て
し

ま
っ
た
。
〉
（
『狂
言
の
神
ヒ
 

〈
私
を
お
笑
ひ
下
さ
い
ま
せ
、
毎

夜
、
毎
夜
、
私
は
花
と
ば
か
り
語
り

合
っ
て
居
り
ま
す
。
（
略）
花
は
菖

采
の
さ
く
ら
の
花
で
も
、

一
輪
、
一

輪
、
お
そ
ろ
し
い
く
ら
カ
の
個
性
を

持
っ
て
居
り
ま
す
。〉
（
『古
典
風
ヒ

花
と
語
り
あ
い
、
 一
輪
の
桜
の
花

に
も
お
そ
ろ
し
い
く
ら
い
の
個
性
を

認
め
る
太
宰
で
あ
る
。
お
の
れ
の
眼

を
通
し
て
、
一
輪
の
花
の
表
現
に
も
 
 

苦
心
し
て
い
た
と
い
え
る
。
 

か
ん
ら

ん
ざ
ん
 

「
観
潤
山
」
 
の
桜
 

昭
和
十
九
年
五
月
、
『津
軽
」
取

材
の
旅
で
、
蟹
田
の
親
友
中
村
貞
次

郎
宅
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
し
て
花
見

を
し
て
い
る
。
 

〈
観
欄
山
の
楼
は
，
 い
ま
が
最
盛
 

あ
わ
 

期
ら
し
い
。
静
か
に
、
淡
く
咲
い
て
 

ら
ん
ま
ん
 

う
 

あ
た
 

力
る
。
欄
漫
と
い
ふ
形
容
は
、
営
っ

て
カ
な
い
o

花
排
も
薄
く
す
き
と
ゆ

る
や
う
で
、
心
細
く
、
い
か
に
も
雪

に
洗
は
れ
て
咲
い
た
と
い
ふ
感
じ
で

あ
る
。
違
っ
た
種
類
の
楼
か
も
知
れ
 

か
す
 

な
い
と
思
は
せ
る
程
、
幽
か
な
花
だ
。
 

私
た
ち
は
楼
花
の
下
で
芝
生
に
あ
ぐ

ら
を
か
い
て
坐
っ
て
、
重
箱
を
ひ
ろ

げ
た
。
〉
 

花
見
の
宴
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
中

に
、増
も
れ
ず
、
 
ク花
弁
も
薄
く
す
き

と
お
る
よ
う
で
、
雪
に
洗
わ
れ
て
咲

い
た
）
と
形
容
し
、
 一
輪
の
桜
の
花

び
ら
に
寄
せ
る
太
宰
の
愛
情
が
に
じ

み
で
て
い
る
。
 

や
 

え
 

「
た
け
」
と

八
重

桜
 

旅
の
最
後
に
、
た
け
に
会
う
に
小
 

泊
を
訪
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
小
学
校
の
 

運
動
会
で
、
村
人
は
全
部
校
庭
に
集
 

ま
っ
て
い
た
。
よ
う
や
く
の
こ
と
で

探
し
あ
て
る
と
、
た
け
は
、
運
動
会

を
見
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
も
の
を
言

わ
な
い
。
 や
が
て
、
た
け
は
、
 

り
ゆ
う
じ
ん
さ
ま
 

〈
「龍
神
様
の
楼
で
も
見
に
行
く
か
。
 

ど
う
？
・」
と
私
を
誘
っ
た
。
 

「あ
あ
、
行
か
う
。」
私
は
、
た
け

の
後
ろ
に
つ
い
て
掛
小
屋
の
う
し
ろ

の
砂
山
に
登
っ
た
。
（
略）
た
け
は

黙
っ
て
の
ぼ
っ
て
行
く
。
私
は
何
も

言
は
ず
、
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
つ
い
て

行
っ
た
。
 

（
略）
そ
の
森
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
八
重
楼
が
咲
い
て
カ
る
。
た
け
は
、
 

突
然
、
ぐ
い
と
片
手
を
の
ば
し
て
八

重
楼
の
小
枝
を
折
り
取
っ
て
、
歩
き

な
が
ら
そ
の
枝
の
花
を
む
し
っ
て
地

べ
た
に
投
げ
捨
て
、
そ
れ
か
ら
立
ち
 

い
 

ほ
 

ど
ま
っ
て
、
勢
ひ
よ
く
私
の
は
う
に
 

せ
き
 

向
き
直
り
、
に
は
か
に
、
堰
を
き
っ
 

の
・っ
べ
ん
 

た
み
た
い
に
能
燐
に
な
っ
た
。
一
久

し
振
り
だ
な
あ
。
は
じ
め
は
、
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
金
木
の
津
島
と
、
う

ち
の
子
供
は
言
っ
た
が
、
ま
さ
か
と

思
っ
た
。
ま
さ
か
、
来
て
く
れ
る
と

は
思
は
な
か
っ
た
。
小
屋
か
ら
出
て

お
前
の
顔
を
見
て
も
、
わ
か
ら
な
か

っ
た
。
修
治
だ
、
と
言
は
れ
て
、
あ

れ
、
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
か
ら
口
が
 
 

き
け
な
く
な
っ
た
。
運
動
曾
も
何
も

見
え
な
く
な
っ
た
。
（
略）」
と

一
語
、
 

一
語
、
言
ふ
た
び
ご
と
に
、
手
に
し

て
カ
る
楼
の
小
枝
の
花
を
夢
中
で
、
 

む
し
り
取
っ
て
は
捨
て
、
む
し
り
取

っ
て
は
捨
て
て
カ
る
。
 「
子供
は
？
・」
 

た
う
と
う
小
枝
も
へ
し

折
っ
て
捨

て
、
雨
肘
を
張
っ
て
モ
ン
ぺ
を
ゆ
す

り
上
げ

「子
供
は
、
幾
人
。」
…
〉
 

い
つ
読
ん
で
も
、
ふ
と
涙
ぐ
み
そ

う
に
な
る
。
こ
の
桜
の
書
き
方
が
実
 

に
い
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
た
け
の
 

に
ょ
じ
つ
 

心
の
中
が
如
実
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
 

こ
う
い
う
次
第
で
は
、
折
ら
れ
て
も
、
 

む
し
ら
れ
て
も
、
桜
は
多
分
文
句
を

言
わ
な
い
だ
ろ
う
。
（
磯貝
英
夫
氏
）
 

散
 

る
 

桜
 

令
静
か
す
ぎ
ま
す
。
何
か
、
も

う
ー
つ
、
ほ
し
い
。」
と
そ
の
生
徒

は
、
ま
じ
め
に
言
ひ
、
「春
は
、
ど
 
 

う
で
せ
う
か
。
海
岸
の
、
あ
の
あ
た

り
に
楼
の
木
で
も
あ
っ
て
、
花
び
ら

が
波
の
上
に
散
っ
て
カ
る
と
か
、
ま

た
は
、
雨
。」
〉
（
「惜
別
」
）
 

〈
畢
校
で
、
修
身
の
講
義
を
聞
き

な
が
ら
、
ぼ
ん
や
り
窓
の
外
を
眺
め

て
カ
た
。
窓

一
ぱ
い
に
あ
ん
な
に
見

事
に
咲
い
て
カ
た
楼
の
花
も
、
お
ほ

か
た
散
っ
て
し
ま
っ
て
、
い
ま
は
赤

黒
い
謝
だ
け
が
意
地
わ
る
軒
つ
に
残

っ
て
カ
た
。〉
（
『正
義
と
微
笑
」
）
 

〈
」県
黒
い
樹
肌
の
山
楼
の
、
か
な

り
大
き
い
の
が
二
十
本
以
上
も
立
ち

な
ら
び
、
新
撃
年
が
は
じ
ま
る
と
、
 

山
楼
は
、
褐
色
の
ね
ば
っ
こ
い
や
う
 

わ
か
ば
 

な
撤
葉
と
共
に
、
青
い
海
を
背
景
に

し
て
、
そ
の
絢
欄
た
る
花
を
ひ
ら
き
、
 

や
が
て
、
花
吹
雪
の
時
に
は
、
花
び

ら
を
お
び
沈
疑
し
餌
海
に
散
り
込

み
、
海
面
を
鎮
め
て
漂
ひ
、
波
に
乗

せ
ら
れ
再
び
波
打
際
に
打
ち
か
へ
さ

れ
る
。〉
（
『人
間
失
格
ヒ
 

い
っ
と
き
 

ほ
ん
把
時
咲

い
た
だ
け
で
散
っ

て
ゆ
く
風
情
を
惜
し
み
、
波
に
漂
う

花
び
ら
に
も
花
の
命
の
秘
琳
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
無
常
感
で
も

あ
る
。
 

生
誕
地
の
芦
野
公
園
、
旧
青
森
中

学
校
の
合
浦
公
園
、
旧
制
弘
前
高
校

の
あ
る
弘
前
公
園
は
桜
の
名
所
で
あ

る
。
な
か
で
も
、
太
宰
が
少
年
時
代

か
ら
よ
く
遊
び
、
散
策
し
た
芦
野
公

園
の
桜
の
花
が
最
も
身
近
で
印
象
的

で
あ
っ
た
と
思
う
。
 

太
宰

を
し
の
ぶ
・
そ
の
文
学
の
魅
力
⑩
 

金
木
町

太
宰
会
々

長
 

津
軽
・
金
木
・
太
宰
…

⑦
 

木
 
下
 

巽
 

広報かなぎ個 

r
、
 



(
 

(
 

乳
房
を
さ
わ
って
い
る
う
ち
に
、妙

な
し
こ
り
や
分
泌
物
に
気
付
け
ば
、大

半
の
人
が驚
き
、
乳
が
ん
を
疑
う
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
の
大
部

分
が
良
性
疾
患
な
の
で
す
。
も
っ
と
も
、
 

四
十
歳
を
す
ぎ
る
と
乳
が
ん
の
確
率
が

だ
ん
だ
ん
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
乳
が

ん
を
疑
う
こ
と
も
大
事
な
こ
と
な
の
で

す
が
。
乳
が
ん
に
つ
い
て
は
一
昨
年
の

十
ニ
月
に
馬
場
先
生
が
ご
説
明
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、今
回
の
金
木
病
院カ

ル
テ
で
は
、良
性
と
よ
ば
れ
る
い
く
つ

か
の
乳
腺
疾
患
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
そ

れ
ら
と
乳
が
ん
を
区
別
す
る
た
め
に
金

木
病
院
で実
際
に
行
っ
て
い
る
代
表
的

な
検
査
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

（
乳
腺
の
良
性
疾
患
 

①
乳
腺
症
 

真
の
腫
蕩
で
はな
く
、
乳
腺
の
あ
る

部
分
に
結
節
を
つ
く
る
も
の
の
総
称
で

す
。
の
う
胞
と
よ
ば
れ
る
、
中
に
液
体

が
は
い
っ
た
袋
状
の
も
の
が典
型
的
で

す
。
三
十
五
歳か
ら
五
十歳
ま
で
に
多

く
み
ら
れ
、
月
経
前
に
なる
と
し
こ
り
 
 

が
張
っ
た
り
、
痛
ん
だ
り
し
ま
す
。
悪

性
の
も
の
と判
断
し
に
く
い
も
のも
あ

り
ま
す
。
 

乳
腺
症
が
あ
る
場
合
は
、定
期
的
な
検

査
が
必
要
で
す
。
閉
経
す
る
と
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
、
自
然
に
姿
を
消
し
ま
す
。
 

②
線
維
腺
腫
 

十
五
歳
か
ら
三
十
歳
の
若
い
女性
に

多
く
み
ら
れ
る
良
性
の
腫
蕩
で
す
。
痛

み
は
な
く
、
く
る
り
と
した
丸
み
を
も

ち
、
よ
く
動
き
、
ゴ
ム
の
よ
う
な
硬
さ

を
も
ち
ま
す
。診
断
を
は
っ
き
り
さ
せ

る
の
は
、
生
検
（
局
所
麻
酔
によ
る
手

術
で
そ
の
しこ
り
だ
けを
切
除
し
顕
微

鏡
で
し
ら
べ
る
こ
と
）
が
一
番
確実
で

す
。
二
十
五
歳
以
上
の
人
で
は用
心
の

た
め
に
切
除
す
る
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
 

③
乳
腺
炎
 

授
乳
中
の
女
性
に
多
い
炎
症
で
す
。
 

痛
み
が
あ
り
、
赤
み
を
帯
び
た
、
熱
を

も
つ
し
こ
り
が
で
き
ま
す
。
原
因
と
し

て
は
、
授
乳
時
に
乳
頭
か
ら
細
菌
が
侵

入
し
、
炎
症
を
お
こ
す
場
合
が
ほと
ん

ど
で
す
が
、
乳
汁
が
う
っ
滞
す
る
だ
け

で
も
炎
症
を
お
こ
し
ま
す
。
急
性
の
症

状
を
示
さ
な
い
慢
1
4
乳
腺
炎
は
乳
がん

と
区
別
が
難
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
 
 

④
乳
管
内
乳
頭
腫
 

乳
管
の
細
胞
が
い
ぼ
の
よ
う
に
増
殖

す
る
疾
患
で
す
。
主
に
三
十
五
歳
か
ら

五
十
歳
の
女
性
に
多
く
発
生
し
、症
状

と
し
て
は
、
乳
頭
か
ら
血
性
分
泌
物
が

見
ら
れ
ま
す
。
血
性
乳
頭
分
泌の
大
部

分
は
乳
管
内
乳
頭
腫
に起
因
し
て
い
ま

す
。
こ
の
場
合
は
、
乳
頭
腫
のあ
る
乳

管
を
手
術
で
取
り
除け
ば
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。
 

⑤
乳
管
拡
張
症
 

閉
経
が
近
づ
い
た女
性
に
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
乳
頭
や
乳輪
直
下
の
乳
管
が

拡
張
し
、細
胞
片
や
脂
肪
が
か
た
ま
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
乳
頭
か
ら濃
く
粘

着
性
の
あ
る
分
泌
物
が
あ
り
、
下
着
を

汚
し
ま
す
。
感
染
が
あ
る
と
痛
みも
伴

い
ま
す
。
治
療
は
乳
頭
腫
と
同
じく
、
 

拡
張
し
た
乳
管
を
除去
し
ま
す
。
 

⑥
モ
ン
ド
ル
病
 

中
年
女
性
、
ま
た
男
性
に
も
見
ら
れ

る
病
気
で
す
。
直
径
二
、
三
ミ
リ
、
長

さ
数
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
索
状
の
し
こ
り

が
で
き
、
痛
み
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
、
原
因
は
胸
部
の
静
脈
炎
で
あ
り
、
 

放
置
し
て
お
い
て
も
自
然
に
治り
ま
す
。
 

（
乳
腺
に
対
す
る
検
査
法
）
 

①
マ
ン
モ
グラ
フ
ィ
ー
（
乳
房

x線
撮

影
）
 

x
線
を
用
い
た
乳房
の
検
査
法
です
。
 

乳
房
撮
影
用
の
専
用
装
置
が必
要
な
の

で
す
が
、金
木
病
院
に
も
今
年
よ
う
や

く
導
入
さ
れ
、通
常
の
診
療
では
も
ち
 
 

ろ
ん
で
す
が
、
本
年
度
か
ら
は
、
五
十

歳
以
上
の
ハ
イ
リ
ス
ク
群
（
未婚
、
出

産
経
験
が
な
い
、
授
乳
経
験
が
な
い
、
 

乳
が
ん
の
家
族
歴
が
あ
る
、
な
ど
）
の

方
を
対
象
に
、検
診
の
一
環
と
して
こ

の
検
査
を
受
け
て
い
た
だけ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
触
診
で
医
師
が
しこ
り

を
確
認
で
き
る
の
は
、
一
m以
上
の
大

き
さ
の
も
の
なの
で
す
が
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
は
指
で
触
れ
て
も
わ
か
ら
な

い
ほ
ど
の
小
さ
な乳
が
ん
で
も
検
出
で

き
る
利
点
を持
っ
て
お
り
、
早
期
発
見

に
欠
か
せ
な
い
検
査
と
い
え
ま
す
。
 

受
診
者
は
上
半
身
の
衣
服
を
脱
ぎ
、
 

フ
ィ
ル
ム
の
入
った
板
の
上
に乳
房
を

の
せ
、
そ
の
上
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ック
の

板
で
は
さ
ま
れ
圧
迫
さ
れ
ま
す
。
少
し

痛
み
を
伴
い
ま
す
が
、
乳
房
を
均
等
に

う
す
く
の
ば
す
こ
と
で
乳
房
内
部
の
微

細
構
造
がわ
か
っ
て
く
る
た
め
な
の
で
、
 

我
慢
し
て
も
ら
わな
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
片
方
ず
つ
交
互
に
、
上
下
方
向
、
 

斜
め
方
向
の
二
方
向
ず
つ
撮
影
しま
す
。
 

医
師
は
、
し
こ
り
が
良
性
か
悪
性
か
、
 

左
右
の
バ
ラ
ン
ス
は
ど
う
か
な
ど
を
診

ま
す
 

②
超
音
波
検
査
（
ェ
コ
ー）
 

乳
房
に
直
接
超
音
波
を
あて
て
、
内

部
か
ら
反
射
し
て
く
る
超
音
波
の
変
化

を
、
コ
ン
ピ
ユー
タ
で
画
像
に
変
換
し

て
見
る
検
査
で
す
。
お
腹
の
中
を
検
査

す
る
装
置
と
は
異な
っ
た
乳
房
専
用
の

機
器
が
用
い
ら
れま
す
が
、
こ
れ
は
金

木
病
院
で
も
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
 
 

す
の
で
、実
際
に
検
査
を
受
け
ら
れ
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょう
か
。
 

し
こ
り
の
良性
、
悪
性
に
対
す
る
質
的

な
診
断
に有
用
で
あ
り
、
特
に
の
う
胞

の
診
断
に
絶
対
的
な
も
の
です
。
た
だ

し
、
非
常
に
小
さ
く
手
に触
れ
な
い
く

ら
い
の
し
こ
り
を
発
見
す
る
た
め
の手

段
と
し
て
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に

劣
る
と
い
う
こ
と
が
欠
点
で
す
。
も
し

乳
が
ん
が
疑
わ
れる
よ
う
な
場
合
は
、
 

し
こ
り
に
針
を
さ
し
て
そ
の
細
胞
を
吸

引
し
顕
微
鏡
検査
へ
提
出
し
ま
す
。
 

こ
の
他
にも
い
く
つ
か
の
検
査
方法

が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
組
み
合
わ
せ
て
最

終
的
に
良
性
か
悪
性
か
、
手
術
が
必
要

か
ど
う
か
の
判
断
を
す
る
こ
と
に
なる

の
で
す
。
 

)
 

乳
腺
の
良性
疾
患
と検
査
方
法
に
つ

い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
し
た
が
、
少
し

で
も
参
考
に
な
っ
た
で
し
ょう
か
。
乳

腺
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
婦
人
が
、
 

医
師
に
よ
る
検
診
（
年
一
回）
や
適
切

な
自
己
検
診
を
定
期
的

（月
一
回
）
に

行
う
こ
と
が
理
想
な
の
で
す
が
、
そ
う

で
な
く
て
も
自
分の
乳
房
に
関
心
を
も

ち
、
触
れ
て
、
目
で
見
て
、
従
来
と
変

わ
り
な
い
こ
とを
知
る
こ
と
が重
嬰
で

す
。
そ
し
て
も
し
従
来
の
乳
房
と
は
何

か
異
な
っ
た
点
に
気
付
い
た
り
、
何
か

不
安
こ
と
があ
っ
た
な
ら
、気
軽
に
金

木
病
院
外
科
を
受
診
し
て
み
て
下
さ
い
。
 

金
木
病
院
力
ル
テ
⑩
 

乳
腺
の
病
気
と
検
査
法
に
つ
い
て
 

外
科
 
木
村
 
寛
 

（
は
じ
め
に
 

)
 

)
 

（
最
後
に
 

(13）広報かなぎ 



、 	 、 

8 月 6 日生 

早く一緒に遊ぼうね 
（姉 舞有より） 

8 月22日生 

元気で明るい素直な女の子に育 
ってネ 	（母 千亜紀より） 

くれ あ 	 あ す か 

太田 紅碧ちゃん 	 大谷明日香ちゃん 

み ほ 	 め ぐ 

木村 水星ちゃん 	 外崎 芽玖ちゃん 

争雪申＋HI◆→お申●H""；申‘叱x→‘呂申◆H中＋試“→◆’亡申◆R"1't申申“中‘IH申 

8 月 2 日生 

早く大きくなってあそぽうね。 
（兄 亮裕・康庸より） 

8 月19日生 

大きくなったら一緒に遊ぼうネ 
（兄 明碧より） 

は じめ ま して 

リょう 

、 

，’ 
r 

沢 田 

7 月26日生 

与I・く一緒に遊ぼうね！ 
（兄 溶より） 

ふみ や 

小田桐史弥くん 

8 月 8 日生 

早く一緒に遊ぽうね 
（兄 慎より） 

	ノ 

8 月末現在 前年同月比 

男 	5, 704人 △ 35人 

女 6,291人 △ 25人

計 11,995人 △ 60人

世帯数 4, 078 	 19 

人

口
と
世

帯
 

×
 

/
 

戸

圧
ョ
 

i

籍

＞
 

，

の
g
《
 

‘

窓
 

八

月
届
出

分
 

お
め

で
と

う
 

沢

田
 

涼
（
寿
夫
）
金
 
木

木

村
 
加
野

（
文俊
）
中
柏
木

小
田
桐
悪

弥

（徹
明
）
嘉
 
瀬

外
崎
 
弟

恥

（
文
教
）藤
 
枝

太
田
 

紅
碧
（
志
仁
）
金
 

木

大
谷
明

日
香
（
直
生
）
喜
良
市
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

『
成
田
 
稔
（

進
）

川
 
倉
 

「
鳴
海
富
士
子
（
政
慶
）
黒
石
市
 

（
土
岐
 
和
仁
（
園
光
）
嘉
 
瀬
 

「
中
田
 
幸
子
（
兼
光
）
田
舎
館
村
 

（
斉
藤
 
武

（
知
幸
）
嘉
 
瀬
 

「
野
呂
 
沙
織
（
辰
定
）
木
造
町
 

（
白
川
 
嘉
人

（君
男
）
蒔
 
田
 

「
伊
藤
 
留
美
（
義
弘
）
嘉
 
瀬
 

（
工
藤
 
和
仁
（
正
昭
）
金
 
木
 

「
笹
森
 
幾
代
（
頁
次
）
鶴
田
町
 

お
 
く
 
や
 
み
 

鳴
海
 

綾

子
（
6
4才
）
中
柏
木

田
 
イ
 
ソ
（8
6才
）
蒔
 
田
 

藤
元
 
さ

や
（
9
2才
）
喜
良
市
 

今
 

き
ぬ

（9
5才
）
 

外
崎
 
ョ
 
シ

（8
9才
）
 

今
兵
 
八

郎

（9
1才
）
 

川
 
口
 
コ
 
ト
（9
6才
）
 

小
山
内

高
志
（

6
7才
）
 

山
口
 

繁

男
（
8
6才
）
 

今
 

武
光

（6
4才
）
 

小
野
寺
勝
之
助
（
8
2才
）
 

吉
崎
 
弘
光
（

4
6才
）
 

荒

関
 
照
夫
（

7
7才
）
 金嘉金嘉金嘉蒔喜川喜 

良 良 
木瀬木瀬木瀬田市倉市 

こ
の
欄
は

金
木
町
に

住

所
を

有
し

て
い

る
方

々
を

掲
載
し

て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希

望
し

な

い
方

は
町

民
課
窓

口
に
届
出
の

際
申
し

出
て

く
だ

さ
い
。
 

吉 

広報かなぎ自4) 

(
 

(
 


